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述語が文末に置かれる日本語の場合、文の終末まで行かないと文内容が確定しない。しかし、内容が

複雑になり文が長くなると、早めに内容が否定なのか肯定なのか疑問なのかなどを知りたくなる。中世

以前の日本語には、係助詞と文末の活用形とが形態的な呼応関係を持つ係り結びの用法があった。係り

結びが消滅した現代語では、ある種の副詞などが古語の係助詞と似た役割を果たしており、後続要素を

予告しているとの指摘がある。本稿では、補完類似度を用いて、大容量のテキストデータから半自動的

に呼応関係を発見する手続きについて報告する。 
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In Japanese, a predicate appears in the sentence end. So, the content of the sentence is not fixed 

until the end of the sentence. However, when the contents become complicated and a sentence becomes 
long, listener wants to know the sentence type beforehand. Medieval times or before, there was usage of 
a KAKARI-MUSUBI in Japanese. KAKARI-MUSUBI projects the following elements beforehand. Now, 
there is no KAKARI-MUSUBI in Japanese. On the other hand, a certain kind of adverb is used to 
projects the following elements beforehand instead of KAKARI-JOSI. In this paper, we use 
CSM(Complementary Similarity Measure) to discover the pair of word which appears to KO-OU from 
large-scale text data half-automatically. 
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１ はじめに 

 本研究の背景にあるのは、「文とは何か」「文末

とは何か」「文末には文の終わりを示すマーカー

があるのか」という問題意識である。山田孝雄氏

は、一つの思想が成立するためには思想の統合作

用すなわち「統覚作用」が必要と述べた。頭の中

の働きである「統覚作用」は、述語の「陳述」に

よって言語上に現れると説明した。そして、「陳述

をなす用言に關係ある語に附屬して、その陳述に

勢力を及ぼすもの」として「係助詞」を挙げてい

る。山田氏は係助詞の本質を「一定の陳述を要求

すといふ點にある」とした。「鳥は飛ぶとき」とい

う文はすわりが悪いが、「鳥は飛ぶとき羽根をこ

んな風にする」ならば問題はない。山田氏はこの

現象は係助詞ハの係り先に言い切りを要求する性

質によるものである、と述べた[山田(1936)]。 

 たしかに古語では、文中に係助詞ハ・モが現れ

れば終止形で結ばれるという係り結びの原則があ

った。では、係り結びが崩壊した後も、係助詞ハ

には係り結びの性質が残っているのだろうか。現

代語にも古語の係助詞のように文中に出現して、

後続要素に何らかの影響を及ぼす語があるのだろ

うか。本稿では、現代語における「後続要素を予

告する表現」についての分析を行う。 
 

２ 呼応と係り結び 

2.1 呼応とは －共起と呼応のちがい－ 

 共起関係が二つの語が同一文内に出現する関係

を指すのに対し、呼応関係は「呼」要素αが出現

したら「応」要素βが出現するというある種の拘

束関係を指す。 
 

  りんごが一つ しか ない 

           <呼> <応> 
 

  太郎は 決して 寝坊し ない 

        <呼>      <応> 
 

 本稿では、「後続要素を予告する表現」を「呼応

関係」の「呼」要素と定義する。 
 
2.2 係り結びとその衰退 

 中世以前の日本語には、係助詞と文末の活用形

との形態的な呼応関係である係り結びの用法が見

られた。「深き岩の中にぞ聖入りゐたりける(源氏

物語)」のように、文中にカ・ヤ・ゾ・ナムが現れ

ると文末は連体形で結ばれる。コソが現れる場合

は「散ればこそいとど桜はめでたけれ(伊勢物語)」

のように已然形で結ばれ、ハ・モが現れる場合は

終止形で結ばれる。 

 係り結びの原則が崩壊した後の変遷については、

先行研究にいくつかの指摘が見られる。森重敏氏

は、現代に近づくにつれ、古代語において卓越し

ていた「係結的断続関係」が衰退し、「論理的格関

係」が卓越したと述べている[森重(1964)]。大野

晋氏は、係り結びが消滅した現代日本語において

も、係り結びに代わる現象があるはずだと述べて

いる[大野(1993)]。だが、管見では、いずれにも

具体的な例を挙げての説明はなされていない。 

 係り結びの衰退理由について[大野(1993)]は、

(1)文中に陳述の助詞を持ち込むという言語類型

から見た原則違反の語法の衰退、(2)「混沌→分解」

の方向は古語から近代語への変化の一つの傾向、

の二点を挙げている。 
 

 (1)文中に陳述の助詞を持ち込むという言語類型

から見た原則違反の語法の衰退 

 日本語は言語類型では膠着語に分類される。膠

着語は、(a)語順が重要な役割を果たす、(b)文末

で陳述する、という特徴を持つ。膠着語の性質か

らすると、文中に文末形式の決定に関わる助詞を

持ち込むことは原則違反の語法である。 
 

(2)「混沌→分解」の方向は、古語から近代語への

変化の一つの傾向 

 古語の助詞・助動詞はそれ自身で複合した意味

を担っていた。だが近代語、現代語へと変化する

過程で、助詞のみで複合した意味を表現せずに、

複合を分解して別に副詞を加えて表現するように

なった。以下の例でも、「だに」を現代語訳する際

に副詞「せめて」を加えている。 
 

 (例) ほととぎす汝 だに 来鳴け    

  ホトトギスヨ、セメテオ前ダケデモ来て鳴イテオクレ 
  

このようにして、文中の係助詞が文末の述語に対
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して形態的な拘束関係を持つ係り結びは衰退して

いった。言語類型上、文末に述語が現れる日本語

の場合、文の終末まで行かないと文内容が確定し

ない。しかし、内容が複雑になりセンテンスが長

くなると、早めに文内容が否定なのか肯定なのか

疑問なのかなどを知りたくなる。[大野(1993)]は、

「時間的に線状的に発展し連続していく言語表現

の早い部分で、一文の行く手、肯定か否定か疑問

かなどを予告しておこうとする」表現として、現

代語には古語の係助詞に代わって「ある種の副詞」

が存在することを示唆している。 
 

３ 主な論点と方法 

 本稿では、「時間的に線状的に発展し連続して

いく言語表現の早い部分で、一文の行く手、肯定

か否定か疑問かなどを予告しておこうとする表現

(＝後続要素を予告する表現)」、つまり呼応関係が

存在することを前提とする。その上で、呼応関係

には具体的にどのようなものがあるのかを明らか

にしていく。 

 そのための方法として、補完類似度[山本・梅村

(2002)]を用い、大容量のテキストデータから半自

動的に現代語における呼応関係を発見する。本稿

では、この手続きについて報告する。 

 本稿の調査対象語は、『基礎日本語文法』で「提

題助詞」「取り立て助詞」注 1「陳述の副詞」に分

類されている以下の語とする。これらの語を呼応

関係の「呼」要素と仮定して、調査を進める。調

査データは、毎日新聞記事データ10年分(1991年

～2000年)、日経新聞記事データ11年分(1990年

～2000年)を使用する(表1)。 
 
［調査対象語］ 
「こそ」「しか」「さえ」「は」「も」「ばかり」 
「のみ」「すら」「なら」「くらい(ぐらい)」「だけ」
「なんて」 
「決して」「おそらく(恐らく)」「たぶん(多分)」
「ぜひ(是非)」「まるで」「もし」「きっと」 
 

                              
注1 「提題助詞」「取り立て助詞」を「係助詞」「副
助詞」に分類する立場もある[山田(1936)]。また、
一括して「取り立て助詞」と扱う場合[沼田(1986)]、
「副助詞」として扱う場合(JUMAN、茶筅の辞書)
もある。 

４ 共起ペアの選定 

 本節では、補完類似度を用いて調査対象語と共

起しやすい語を選定し、共起ペアを得る手順につ

いて報告する。 
 

1) 毎日新聞記事データ10年分(1991年～2000年)、

日経新聞記事データ11年分(1990年～2000年)を

一文ごとに区切る 
 

2) 一文ごとに区切ったデータをJUMANで形態素解

析する 
 

3) 特定の品詞の語を除外する 

［除外する品詞（JUMANの品詞体系）］ 
-「未定義語」「特殊」 
-「名詞」のうち「普通名詞」「固有名詞」 

「人名」「地名」「サ変名詞」 
 

4) 新聞記事データ1年分ごとに補完類似度の計算

を行う(表2) 
 

5) 各調査対象語ごとに4の計算結果中から当該語

を含む行を抽出したデータを作成 
 

6) 5のデータを全年分結合し、類似度をキーにし

てソートを行う(表3) 
 

7) 6 の上位 200 行から 15～20 語、多出している

語を目視で選び共起語リストを作成する。原則と

して、二回出現した段階でリストに加える 
 

8) 共起語を絞り込むために、7のリストから以下

のものを除外する 
 

格助詞（と，が，を，に，で） 

 格助詞は格関係を示す語。格関係を広義呼応関 

係と見ることもできるが、その場合でも格助詞 

は「呼」要素にあたる。今回探しているのは「応」 

要素なので格助詞注2は除外する。 
 

副助詞（は，も） 

 今回調査対象としている語は呼応関係の「呼」 

要素と仮定しているため、調査対象の語は除外 

する。 
 

                              
注 2 除外対象としたのは必須格的な格助詞。周辺
的な格助詞は除外対象としていない。したかって、
「まで(格助詞)」は除外していない。 
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助数詞 

数詞 

 語の特質上、今回調査対象としている特定の語 

との共起関係が見られるが、あくまでも「共起」 

であることがはっきりしている。本稿で探そう 

としているのは呼応関係なので、これらは除外 

する。 
 

9) 調査対象語と共起語として挙げた語が同じ文

中に出現する率を出す 
 
       共起語と調査対象語を含む文の数 
出現率 ＝ ―――――――――――――――――― 

調査対象語を含む文の数 
 

 以上の手続きを経て得た共起語と調査対象語を

共起ペアとする(表4,表5)。 
 

５ 共起ペアから呼応関係へ 

 第4節では、補完類似度を用いて共起ペアを選

定した。本節では、第4節で共起ペアとした語の

うち呼応関係にあるペアを選定する手順を述べる。 
 

1) 調査対象語と共起語の距離を出す   

  「呼」要素が何番目の形態素か？ …(a) 

  「応」要素が何番面の形態素か？ …(b) 

「呼」要素と「応」要素の距離＝(b)－(a)  
 

上記の結果で距離が0より大きいものは、調査

対象語が前、共起語が後ろという位置関係になっ

ている。この位置関係にあるものが、呼応関係の

「応」要素になり得る。 

 以上の手続きを経て得られた語が、調査対象語

に対する呼応関係の「応」要素の候補語である。 
 

６ 考察 

 呼応関係の「応」要素の候補語を調査対象語と

同一文中に出現する率順に並べる(表6)。このと

1528754.872677  の(接続助詞)    を(格助詞)
1064271.001864  に(格助詞)      を(格助詞) 
730148.917629   する(動詞)      を(格助詞) 
577524.855078   と(格助詞)      を(格助詞) 
464473.537901   の(接続助詞)    は(副助詞) 
385390.892772   と(格助詞)      いう(動詞) 
375225.425650   して(動詞)      を(格助詞) 
373562.222429   した(動詞)      を(格助詞) 
372757.242754   と(格助詞)      は(副助詞) 
371617.004656   で(格助詞)      を(格助詞) 
360516.611664   が(格助詞)      に(格助詞) 
335289.793261   など(副助詞)    を(格助詞) 
323487.885893   と(格助詞)      に(格助詞) 
318724.252488   の(接続助詞)    や(接続助詞) 
318501.865737   に(格助詞)      よる(動詞) 
315778.271689   の(接続助詞)    へ(格助詞) 

[表2 ： 補完類似度の計算結果] 

33750.954537 ない(形容詞)       しか(副助詞)
31152.314548 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
31077.058861 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
30657.711741 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
29825.747268 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
29555.966954 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
28750.048788 は(副助詞)         しか(副助詞) 
28680.546905 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
28564.763913 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
28495.449370 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
28488.144448 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
26863.918369 は(副助詞)         しか(副助詞) 
25462.230780 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
25187.446116 は(副助詞)         しか(副助詞) 
24770.013950 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
24713.236935 は(副助詞)         しか(副助詞) 
24315.596584 は(副助詞)         しか(副助詞) 
24089.164039 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
23084.440570 ない(形容詞)        しか(副助詞) 
22380.548901 は(副助詞)         しか(副助詞) 
22084.457745 と(格助詞)         しか(副助詞) 
21970.863601 ない(形容詞性述語接尾辞)  しか(副助詞) 
21621.360436 ない(形容詞)        しか(副助詞) 

[表3 ：調査対象語ごとにまとめた計算結果の上位語] 

対象語       共起語             出現率(%)
 

まるで (副詞)   みたいでした(助動詞)     0.02  
まるで(副詞)    みたいじゃ(助動詞)       0.08  
たぶん(副詞)    必ず(副詞)               0.14  
たぶん(副詞)    行か(動詞)               0.23  
なら(副助詞)    まだしも(副詞)           0.23  
さえ(副助詞)    おろか(副詞)             0.28  
さえ(副助詞)    よければ(形容詞)         0.31  
ばかり(副助詞)  こぞ(時相名詞)           0.32  
こそ(副助詞)    か(終助詞)               0.38  
さえ(副助詞)    良ければ(形容詞)         0.43

[表4 ：共起ペア（出現率が低いもの）] 

対象語       共起語             出現率(%) 
 

のみ(副助詞)    の(接続助詞)        70.51  
決して(副詞)    ない(形容詞性述語接尾辞)67.16  
ぜひ(副詞)      の(接続助詞)            54.89  
しか(副助詞)    ない(形容詞性述語接尾辞)40.66  
ぜひ(副詞)      たい(形容詞性述語接尾辞)38.54  
しか(副助詞)    ない(形容詞)            37.87  
決して(副詞)    で(判定詞)              32.75  
すら(副助詞)    ない(形容詞性述語接尾辞)31.72  
まるで(副詞)    の(判定詞)              31.69  
ぜひ(副詞)      して(動詞)              28.68 

[表5 ：共起ペア（出現率が高いもの）] 
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  候
補 

呼要素 応要素 出現率 「呼」要素が前 「呼」要素が後 

  × のみ(副助詞) の(接続助詞) 70.51 1689 2774 
   決して(副詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 67.16 696 0 
  × ぜひ(副詞) の(接続助詞) 54.89 639 1342 
   しか(副助詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 40.66 17104 1611 
   ぜひ(副詞) たい(形容詞性述語接尾辞) 38.54 2441 60 
   しか(副助詞) ない(形容詞) 37.87 18115 874 
   決して(副詞) で(判定詞) 32.75 351 0 
   すら(副助詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 31.72 1564 330 
   まるで(副詞) の(判定詞) 31.69 1944 39 
   ぜひ(副詞) して(動詞) 28.68 920 812 
   なんて(副助詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 26.18 2882 807 
   もし(副詞) して(動詞) 24.71 1238 654 
   おそらく(副詞) だろう(助動詞) 23.62 494 328 
   さえ(副助詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 23.33 2955 898 
   もし(副詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 23.21 1595 164 
   たぶん(副詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 21.81 437 96 
   おそらく(副詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 21.08 581 87 
   ぜひ(副詞) ほしい(形容詞) 21.02 1392 11 
  × だけ(副助詞) して(動詞) 20.79 17732 23227 
   もし(副詞) する(動詞) 20.72 1339 229 
   ばかり(副助詞) ない(形容詞性述語接尾辞) 20.52 3503 1016 
   もし(副詞) こと(形式名詞) 20.48 1398 152 
   まるで(副詞) ように(助動詞) 20.35 1204 60 
   すら(副助詞) いる(動詞性接尾辞) 20.33 878 388 
   だけ(副助詞) いる(動詞性接尾辞) 20.16 24707 14723 
  × のみ(副助詞) して(動詞) 20.03 1343 1403 
   のみ(副助詞) する(動詞) 20.00 1563 1101 
  × すら(副助詞) して(動詞) 19.79 481 740 
   さえ(副助詞) いる(動詞性接尾辞) 19.67 2316 970 
   まるで(副詞) いる(動詞性接尾辞) 19.52 922 195 

                                ： 
   きっと (副詞) だろう(助動詞) 15.35 341 307 

 

 

 

きに上位にくる「決して－ない」「たぶん－だろ

う」「おそらく－だろう」などは、従来から[益岡

(1991)]などで呼応関係が指摘されており、また内

省や直観である程度予測がつくものである。 

 これに対して、同様に上位に挙がっている「お

そらく－ない」の組み合わせは比較的見落とされ

やすい。また、「きっと－だろう」は予想よりも呼

応関係の色が弱く、同一文中に出現する率が

15.35%、「きっと」が「だろう」より前に位置して

いるものが341件あるのに対して「だろう」が「き

っと」の前に位置するものが307件だった。 

 このように、補完類似度を使うことにより、客

観的データに基づいて呼応関係を調査することが

でき、従来指摘されていない呼応関係や直観では

気づきにくい呼応関係の発見も可能になる。 
 

７ おわりに 

 以上、補完類似度を用いて、大容量のテキスト

データから半自動的に呼応関係を発見する手続き

について報告した。最後に今後の課題について述

べる。 
 

(1)本稿では、類似度計算の結果から共起語リスト

を作成する段階を目視にて手作業で行っている。

このプロセスを自動化したい。客観性を保証する

こと、そして、手作業の負荷を減らして調査対象

語の大幅拡張を可能にすることが狙いである。 
 

(2)今回は得られた結果を「応」要素の候補語とし

て挙げるにとどめた。妥当性を検証するために、

「応」要素の詳細な分析を行う必要がある。問題

のある例を一つ挙げよう。[表 6]にある「まるで

(副詞)」とその「応」要素の候補語の「の(判定詞)」

は、同一文中に出現する率が 31.69%と高い(共起

[表6 ：呼応関係の「応」要素の候補語] 
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ペア294組中9位)。さらに、調査対象語の「まる

で」が「の」より前に位置しているものが 1944

件あるのに対して、「の」が「まるで」の前に位置

するものは39件である。呼応関係の候補となる条

件、調査対象語が前、共起語が後ろの位置関係は

十分満たしている(比率は共起ペア294組中42位)。

だが、実例を見ていくと、大部分が「まるで暴走

族を賛美しているかのようだ」「まるでロシア皇

帝のようだ」「まるで真珠の首飾りのよう」のよう

なものになっている。これは呼応関係ではなく、

αノβ形式で連体句を形成している例と見るべき

だろう。このように現段階で指標としている数値

だけでは判断しきれないものがある。候補語を詳

細に検討していく必要がある。 
 

(3)本稿では調査対象語を一部の助詞と副詞に限

ったが、今後は調査対象語を拡張していきたい。

今回得られた「応」要素の候補語を調査対象語と

して「呼」要素を探す、副詞全般や助動詞などの

他の品詞を調査対象語とするなどを予定している。

この作業を繰り返すことによって、将来的には呼

応関係テーブルの作成を目指したい。 
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